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基本理念

私たちは、患者様一人ひとりにあった医療を提供し、
入院から在宅生活までを安心して

過ごせるように支援いたします。

基本方針

／  地域に根ざし、みなさまに信頼される病院を目指します。
／  患者様と共にあゆみ、より良いチーム医療を提供します。
／  良質な医療の提供のために信念と勇気をもって行動し、明るい職場を目指します。

患者権利憲章

患者さんの権利を尊重し、
ADL（日常生活動作）の向上と自立支援に努め、

質の高い医療福祉を目指した看護・介護を提供します。

■外来部門

・内科

・循環器内科

・整形外科

・リハビリテーション科

■健診部門

・人間ドック

・出張健診

■入院部門

・回復期リハビリテーション
 病棟 58床

・地域包括ケア病棟 49床

・医療療養病棟 60床

■在宅部門

・訪問看護

・訪問リハビリテーション

・デイサービス
 （通所介護）

・デイケア
 （通所リハビリテーション）

・居宅介護支援事業所
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院長　後藤 紀史　医師

木を診
0

て、森も診
0

る医療

地域のみなさまに
寄り添える医療を目指して

パンデミックの荒波の中、住民のみなさんや近隣医
療機関の方々からご支援をいただくとともに、日常的
に接する機会が多くなっていることを、大変うれしく
思います。

高齢化社会に突入し、ケアミックス※的なニーズを
抱える患者さんが増えました。入院と在宅、医療と介
護の領域にまたがる、複合的なサービスの提案が求め
られています。 

当院では、入院後1週間以内に、患者さんの退院後の
生活を見据えて、多職種参加のカンファレンスを開催
しています。患者さんの退院時の活動度や問題点、退
院後の生活などの情報を確認し合い、目標達成に向けて、
リハビリテーションを中心に活動を開始します。

専門領域の診療だけにとどまらず、「木を診
0

て、森も
診
0

る」精神で、患者さんの社会生活を支援して行きます。

2022年4月より、当院に着任いたしました、安達 
久見子と申します。循環器内科、総合内科を専門に
しております。医療療養病棟を担当させていただき
ます。
  平成医療福祉グループ全体での取り組みでもある

「積極的な離床」「多剤内服の防止」「食事への楽しみ」
「身体抑制の廃止」「排泄機能の回復」「摂食・嚥

え ん

下
げ

の回復」を意識し、診療の質の向上に努めてまいり
ます。

地域のみなさまに寄り添った医療を提供できるよ
う努めますので、どうぞよろしくお願いいたします。

院長からのごあいさつ

新任医師からのごあいさつ

※ケアミックス…一般病床と療養型病床（または精神病床）の混合型病院。
急性期・慢性期の両方に対応する。

循環器内科・総合内科専門医
安達 久見子 医師
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多摩川 病院　 が
目指す医 療

1929年（昭和4年）に開院以降、地域に根ざした医療を提供し続けている多摩川病院。
これからも地域のみなさまに健康で生き生きとした日常生活を送っていただけるよう、

職員一同、一丸となって支援いたします。

地域の健康をサポート

「
地
域
多
機
能
病
院
」を

目
指
し
て

　
当
院
に
は
回
復
期
リ
ハ
ビ
リ
テ
ー

シ
ョ
ン
病
棟・地
域
包
括
ケ
ア
病
棟・

医
療
療
養
病
棟
の
三
つ
の
病
床
機
能

が
あ
り
ま
す
。
よ
り
良
い
医
療
サ
ー

ビ
ス
を
提
供
す
る
た
め
に
、
今
年
度

は
次
の
三
つ
の
取
り
組
み
を
行
い
ま

す
。

　
一
つ
目
は
、
多
職
種
が
参
加
し
診

療
の
質
向
上
を
図
る
「
診
療
の
質
向

上
委
員
会
」
の
開
催
。
二
つ
目
は
、

組
織
力
の
強
化
を
目
指
し
、
各
部
門

の
役
職
者
に
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
能
力
と

時
代
に
合
わ
せ
た
感
覚
を
身
に
つ
け

て
も
ら
う
た
め
の
「
役
職
者
研
修
」

の
開
催
。
三
つ
目
は
、
患
者
さ
ん
か

ら
ご
意
見
を
い
た
だ
く
こ
と
を
目
的

と
し
た
「
患
者
満
足
度
調
査
」
の
実

施
で
す
。

　「
地
域
多
機
能
病
院
」
と
し
て
の

役
割
を
果
た
せ
る
よ
う
、
こ
れ
か
ら

も
診
療
の
質
の
向
上
に
努
め
て
ま
い

り
ま
す
。
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数字で見る多摩川病院

回復期リハビリテーション病棟地域包括ケア病棟

医療療養病棟

平均在院
日数

平均在院
日数

平均在院
日数

69.4日40.8日

410日

88.7%77.2%

77.2%

7.1単位

2.1単位

1.1単位

在宅
復帰率

在宅
復帰率

在宅
復帰率

リハビリ
テーション
提供時間

リハビリテーション提供時間

リハビリテーション提供時間

実績指数※

※厚生労働省が定めた、リハ
ビリテーションの効果を測る指
標の一つ。37 以上で「質の
高いリハビリテーションを提供す
る病院」として認められている。

※ 

リ
ハ
ビ
リ
テ
ー
シ
ョ
ン
提
供
時
間
は
1
単
位
20
分
で
す

■：脳血管疾患　　■：運動器疾患　　■：廃用症候群

病
院
実
績

疾
患
割
合

51.6

（142分）

（42 分）

（22 分）

回復期
リハビリ
テーション
病棟

地域包括
ケア病棟

医療療養
病棟

4.8%7.1%

7.8%

48.8
%

%

%

%

%

% 46.473.9

57.8

1934.4

　
当
院
で
は
患
者
さ
ん
の
早
期
の
在

宅
復
帰
を
目
指
し
、「
人
間
性
の
回

復
」
を
目
的
と
し
た
リ
ハ
ビ
リ
テ
ー

シ
ョ
ン
を
最
も
重
要
視
し
て
い
ま

す
。

　
在
宅
復
帰
の
た
め
に
は
、
A
D
L

（
日
常
生
活
動
作
）
の
向
上
が
欠
か
せ

ま
せ
ん
。
当
院
は
中
で
も
「
ご
は
ん

を
食
べ
る
こ
と
」
と
「
排
泄
を
自
分

で
行
う
こ
と
」
の
二
つ
の
動
作
の
回

復
に
、
特
に
力
を
注
い
で
い
ま
す
。

徹
底
し
た
チ
ー
ム
医
療
と
、
的
を
絞

っ
た
集
中
的
な
リ
ハ
ビ
リ
テ
ー
シ
ョ

ン
の
実
践
に
よ
り
、
非
常
に
高
い
実

績
を
挙
げ
る
こ
と
が
で
き
て
い
ま

す
。 在

宅
復
帰
率

85
％
以
上
！

チ
ー
ム
医
療
で

早
期
の
在
宅
復
帰
を
目
指
す
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リ
ハ
ビ
リ
テ
ー
シ
ョ
ン
部

01
File.

多
摩
川
病
院
の
取
り
組
み
こ
の
コ
ー
ナ
ー
で
は
、
当
院
の
さ
ま
ざ
ま
な

取
り
組
み
を
部
署
ご
と
に
紹
介
し
ま
す
。

積極的な摂食嚥
え ん

下
げ

リハビリテーションで、
「口から食べる」を応援

食事摂取量低下の原因を必ず突き止める

食

食

事を摂ることは、患者さんにとって非常に重
要な課題です。栄養を摂取できなければ、リ

ハビリテーションは意味を成しません。当院では、嚥下
（飲み込み）に障害があるとみられる方には嚥下内
視鏡検査を行い、安全に飲み込めるかどうかを確認し
て、食形態を決定しています。症状が重度の場合は、
複合低周波刺激装置を使用して電気刺激を与え、改
善を図ることもあります。また、栄養が足りていない
患者さんには、定期的に「Inbody（インボディ）」と
いう体組成計を使って体成分を確認しています。

欲や食事の摂取量が低下している時は、
必ず何か原因があります。その理由は、

噛む力・消化吸収能力の低下やストレスなど、
患者さんによってさまざま。当院では、治療を
始める上での第一歩は、まずその原因を突き
止めることにあると考えています。問診内容や
身体所見から疑わしい原因の見当を付け、必
要に応じて専門的な検査を追加して、

「食べられない」のはなぜかを探っ
ています。

リハビリテーション部
どんなことをしているの？

当院のリハビリテーション部には、60 名を超
える専門のスタッフが在籍しています。入院
患者さんの早期の在宅復帰を目指して、さま
ざまなリハビリテーションを提供するのはもち
ろん、訪問リハビリテーションにも力を入れて、
退院後の在宅生活を支えています。

❶ 精神状態

食欲低下の
さまざまな原因

❼ 味覚の問題

❷ 咀嚼障害

❽ 臓器障害・
　 耐糖能異常

❹ 認知の障害

❸ 嚥下障害

❺ 消化管障害

❻ 身体活動性の低下
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患
者
さ
ん
の
声
を
聞
く

ミ
ー
ル
ラ
ウ
ン
ド
の
実
施
で

みんなにうれしい
食事

平成医療福祉グループでは、すべての患者さんに
適切な食事を提供できるよう、

多種多様な献立を用意しています。

近年、高齢者の低栄養が社会問題となってい
ます。一方で、過栄養は糖尿病や脳・心

血管疾患などにつながるため、適切な栄養が摂
れるよう、なるべく早期の段階から介入が必要と
なります。当グループでは、管理栄養士がしっか
りと栄養評価を実施し、栄養計画・介入・再検
討を繰り返し行って、患者さん・利用者さんそれ
ぞれのライフスタイル、ライフステ―ジに合わせた
食事療法を提案しています。また、「食べること」
自体を楽しんでいただけるよう、旬の食材を中心
に使用し、ちらし寿司やクリスマスケーキなどの行
事食、国内外の郷土料理も用意するなど、さまざ
まな工夫をしています。

食事は適切な栄養を摂るだけでなく、「楽しむ」ものでも
あります。そのため私たちは、「ミールラウンド」を通し

て得られる声を大切にしています。ミールラウンドとは、実際に
お食事をしている患者さん・利用者さんのもとへスタッフが訪
れ、食の進み具合や好みをうかがったり、必要な栄養がしっか
り摂れているかなどを確認したりする取り組みです。患者さん・
利用者さんに直接食事の感想や要望をうかがえるため、数値
だけではわからない嗜好や体調、食事摂取状況を知ることが
できます。これからも、生活の大きな楽しみとして喜ばれる食
事を提供できるように、さまざまな取り組みを続けていきます。

栄養補給食「付加食」と、さまざまな食事形態 について解説！

次回は、食事が十分に摂れない方や栄養量が不足している方のための

栄養部の取り組み
vol.01

個
々
に
合
わ
せ
た
栄
養
管
理
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京王線 布田駅、または国領駅から徒歩約5分
■ 電車をご利用の場合

患者さん向けに無料送迎バスを運行しております。
時刻表など詳細についてはホームページをご覧ください。

■ 無料送迎バスをご利用の場合

近隣医療機関・施設のみなさま向け 入院のご案内

アクセス

■ 診療時間  月～土曜
  9：00～12：00 / 14：00～17：00

■ 休 診 日  日曜祝日・年末年始 

042-483-4114
[受付時間] 月～土曜 8：30～11：30 / 13：30～16：30

コンビニ

ド
ラ
ッ
グ
ス
ト
ア 郵便局

コンビニ

甲州街道（国道20号線）

至新
宿

京王
線

下布田

郵便局

至調布

時計店

やきとり店
コンビニ　

第二小

第二小学校南
バス停
調布第二小学校

椿地蔵前

国領町5丁目

多摩川
住宅入口

国領8丁目

イ
ト
ー
ヨ
ー
カ
ド
ー

国領駅入口

布田駅前

狛
江
通
り

ス
ク
ー
ル
ゾ
ー
ン

西友

国領布田

STEP 1
お問い合わせ

STEP 2
資料送付

まずはお電話にて
お問い合わせください。

診療情報提供書、ADL表、
血液データ等を
お送りください。

※事情により診療情報提供書がすぐに
　準備できない場合でもご相談可能です。

※即日入院にも対応いたします。

受け入れ調整後
入院となります。

STEP 3
入院

受け入れ調整後
入院となります。

STEP 4
入院

STEP 1
お問い合わせ

まずはお電話にて
お問い合わせください。

STEP 2
資料送付

診療情報提供書、ADL表、
血液データ等を
お送りください。

必要に応じて
入院事前面接を行います。

STEP 3
見学・面談

病
院
か
ら
の
ご
紹
介

在
宅
主
治
医
・
施
設
か
ら
の
ご
紹
介

042-499-3256（地域連携室直通）

（代表）


